
番組審議会 

第 19 回 BS よしもと番組審議会  

 

■開催年月日:  2026 年 8 月 6 日（木） 

 

■開催場所 :  BS よしもと株式会社 会議室 

 

■出席した審議委員（敬称略 / 50 音順）7 名中 6 名出席  

石川牧子（フリーアナウンサー/NPO 法人日本マナー・プロトコール協会 理事） 

川上和久（麗澤大学教授） 

久保博   (一般財団法人日本スポーツ推進機構（NSPO）理事) 

品田英明（元 味の素 AGF 株式会社代表取締役社長） 

清水義次（建築・都市・地域再生プロデューサー/株式会社アフタヌーンソサエティ代表取締役)  

山田奈美香（山田・尾﨑法律事務所 弁護士） 

 

■議題 

1. 開会の辞   （川上審議委員長） 

2. 開会の挨拶   (稲垣社長) 

3. 【諮問事項】放送番組の編集に関する基本計画の一部変更について 

4. 【報告事項】編成関連の報告（7 月改編他、編成動向について） 

5. 【報告事項】視聴者からの反応の共有（コールセンターレポートより） 

6. 【番組審議】 

対象番組：教科書の外を歩く！ガクテンソク奥田の歴史雑談 

#1「平将門がすごい！」（2026 年 4 月 5 日放送：パイロット版） 

#3「南北朝時代がすごい！前編」（2026 年 7 月 4 日放送） 

7. 閉会の挨拶   （泉副社長） 

8. 閉会の辞    （川上審議委員長） 

9. 事務局からの連絡 

 

■審議の経過の概要等 

川上審議委員長による開会の辞に続き、稲垣社長より本日の議事概要及び、令和８年熊本地

震に対する BS よしもとの対応について報告を行う旨の挨拶があった。併せて、６月 11 日

付で着任した木本公敏常務取締役兼編成制作局長より着任の挨拶を行った後、 

審議会に入った。 

  

 



 

1. 【諮問事項】放送番組の編集に関する基本計画の一部変更について 

清水編成制作局長補佐より、変更の理由及び変更案の内容について説明を行い、放送法第 6

条第 3 項に基づき、審議会に対して諮問を行った。 

・諮問の理由 

2026 年 6 月 1 日付で総務省より、 

認定記録に定められている放送事項と、当社が公表している放送番組の種別との間に齟齬

があるとの指摘を受けたことを踏まえ、実際の放送番組の内容に基づき再確認を行った上

で、番組種別から「教育」を削除し、併せて関係規定の所要の変更を行うものである。 

・変更の内容 

放送法第 2 条第 29 号に定める「教育番組」の定義及び同法第 106 条第 2 項に定める教育番

組の編集・放送に関する規定を踏まえつつ、当社の番組種別から「教育番組」を削除し、こ

れに伴い、「放送番組の編集に関する基本計画」及び「放送番組の種別の基準」について所

要の変更を行うものである。 

【審議・答申結果】 

経緯に関する審議委員からの質疑に対し、稲垣社長及び清水編成制作局長補佐より回答を

行った。審議の結果、出席した審議委員全員から、原案どおり変更することについて異議は

ない旨の答申を得た。 

 

２．編成関連の報告 

清水編成制作局長補佐より、7 月以降の改編及び編成動向について説明し、出席者全員に 

了承された。 

① 令和 8 年熊本地震に対する支援活動について 

吉本興業グループでの募金活動に合わせ、BS よしもとの放送においても、8 月 3 日（月）

から、月曜日から木曜日の生放送番組「発信 Live ジモトノチカラ」にて曜日番組 MC から

募金活動の告知を実施。当面の間、MC 台に卓上パネルを設置し、被災・復興状況に応じた

中継支援等を継続する方針を報告した。 

    

② 7 月編成および番組改編の状況 

大幅な改編は行わず現状維持を基本としつつ、YouTube 等の配信の影響を踏まえた以下の

微調整を実施。 

・企画開発「日曜ワク枠」にて好評だった「教科書の外を歩く！ガクテンソク 

奥田の歴史雑談」をレギュラー化。 

・開局当初に放送していた「ミキ BASE～いいね！で応援～」のリニューアルに 

伴い、月曜 18 時 30 分にて新たに放送開始。 

・営業収益強化のため、土曜 11 時、16 時 30 分、20 時枠にショッピングを増枠。 



③ 衛星放送協会主催「クリエーターズグランプリ 2026」への応募 

今年度から始まった同グランプリにて、応募 88 企画中、当社から“エンタメ部門”と 

“メッセージ部門”のそれぞれ 2 企画が優秀作品に選出された旨を報告した。 

 

３．視聴者からの反応の共有（コールセンターレポートより） 

考査部より、本年 4 月～6 月中にコールセンターに寄せられた視聴者意見のサマリーを 

報告し、出席した審議委員全員に確認された。 

 

４．番組審議 

対象番組：『教科書の外を歩く！ガクテンソク奥田の歴史雑談』 

#1「平将門がすごい！」（2026 年 4 月 5 日放送：パイロット版） 

#3「南北朝時代がすごい！前編」（2026 年 7 月 4 日放送） 

 

編成制作番組担当より、番組立ち上げ経緯及び概要を説明した後、川上審議委員長の進行の

もと審議を行った。 

 

【各審議委員からの主な意見】 

・タイトルと内容が合致していて、歴史に精通していなくとも、ガクテンソク奥田氏の特

徴が活かされた BS よしもとらしい、とても面白く視聴できる番組である。 

今まで知らなかったことへの発見もあり、更に興味を持つことができた。 

また、歴史雑談として史実を逸脱した際に、テロップで都度補足・訂正やフォローを 

入れている点も良い。 

・30 分枠という尺を考慮し、奥田氏のキャラクターを活かすために独断と偏見で  

 テーマを選んでもらうという手法も面白いのではないか。 

・一方で、想定ターゲットの明確化や、語り口のテンポの速さ・情報量の多さにより 

「話が理解しづらい場面があった」との指摘があった。 

また、解説パートと語りパートのメリハリや、歴史に詳しくない層への配慮を求める意見

も寄せられた。 

 

【番組担当側の回答・今後の対応】     

番組担当より、幅広い層をターゲットとしている認識のもと、今後は語りのテンポの 

改善や、内容（人物フォーカス）とタイトルの一致など、より分かりやすい演出を 

努める旨を説明し、各審議委員の理解を得た。 

 

 

 



5. 閉会の挨拶 

泉副社長より地方創生の取り組みの一環として活動報告として、4 月 17 日に愛媛県西予市

で開催された広報コンクールでの“BS よしもと賞”授与実績及び 8 月 21 日に伊勢市  

皇學館大學で開催される全国の高校生による「地域課題ビジネスコンテスト」においても

“BS よしもと賞”を授与し、関連するプロジェクトを BS よしもとの地方創生紹介番組 

「小倉淳の 47 フォーカス」内で紹介する予定であることを紹介した。 

 

最後に川上審議委員長の閉会の辞をもって審議会を終了した。 

 

■現在のＢＳよしもと審議会委員（2026 年 8 月現在・50 音順 / 敬称略） 

石川牧子 （フリーアナウンサー/NPO 法人日本マナー・プロトコール協会理事） 

大網直子 （一般社団法人おーあみ避難所 代表理事） 

川上和久 （麗澤大学教授） 

久保博     (一般財団法人日本スポーツ推進機構（NSPO）理事) 

品田英明 （元 味の素 AGF 株式会社代表取締役社長） 

清水義次 （建築・都市・地域再生プロデューサー/株式会社アフタヌーンソサエティ代表

取締役)  

山田奈美香（山田・尾﨑法律事務所 弁護士） 

 

以上 

 


